
１．全体計画 中野区立緑野中学校

授業改善に向けた具体的方策

基礎的・基本的な学習内容の定着 発展的な学習 指導と評価の一体化

・１・２年数学の基礎クラスにおける

ＴＴ指導による机間支援、個に応じ

た指導の充実

・放課後や長期休業中の補充学習を、

数学科の教員とともに担当

・長期休業中の学習室の開放、学習環

境を整備

・学習プリントやワーク、ＡＩドリ

ルによる発展問題の充実

・学習指導要領の内容をさらに深め

ることのできる応用･発展的な教材

の開発

・入学試験を想定した発展問題の作

成

・各種テストにより各生徒の到達度

の把握と対応

・指導と評価の一体化を目指した評

価規準の明確化と評価説明会の実

施

・評価Ｃの生徒の分析と支援

・評価方法に関する校内研修会の実施

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的充実 ユニバーサルデザイン、合理的配慮 家庭・地域との連携

・少人数・習熟度別授業による個に

応じた指導

・ＩＣＴ機器の効果的な活用とオン

ライン学習環境の充実

・ＩＣＴを用いた多様な他者との意

見共有による新たな価値観やよ

りよい学びの育成

・教室環境、掲示物や授業資料等に

ユニバーサルデザインを取り入

れたものを採用

・日々の授業支援やＩＣＴの活用支援、

身辺整理等、支援が必要な生徒に

は支援員や補助員を配置

・学校公開を通し保護者や地域に学

習指導の状況を公開

・学校ボランティアの活用

・学校関係者評価･生徒評価の実施と

情報提供の推進

・ＰＴＡ活動との連携、日常的連携と

地域懇談の工夫

令和５年度授業改善プラン

指導の重点（各教科）

・生徒の学習状況を踏まえ、「授業改善プラン」を立案し、指導・評価・支援の一

体化を組織的に進める。

・協働的な学習活動を盛り込み、思考力・判断力・表現力の育成を図る。

・定期考査の前には学力充実期間として、学習意欲の向上を図る。

・各教科において教材教具の充実、ＩＣＴの積極的な活用を進める。

・数学では習熟度別指導を、英語では少人数指導を実施し基礎・基本の定着と個

に応じた指導の充実を図る。

・特別な支援が必要な生徒に対しては、個別指導計画を作成し、全教員で共通理

解の上に立った適切な指導を実施する。

・朝読書を実施し、読書に親しむ習慣を付けさせ、読書活動の充実を図る。

指導の重点（総合的な学習の時間）

・教科の指導内容との関連を図り

ながら、探求的な学習や課題発見

と課題解決学習を取り入れ、自ら

考え、行動できる力を育成する。

・自ら設定したテーマに基づき、

学校図書館やタブレット端末等

を活用して情報を収集し、自分の

考えをまとめ、プレゼンテーショ

ン等の活動を通して発表する力

を養う。

学校教育目標

探求・創造・共生

（１）自己実現に努める生徒（学習等について、自分の意志で決められる自己決定能力の育成）

（２）主体的に学ぶ生徒（学習に対して、自らの意志や判断で決めて取り組む力の育成）

（３）励まし支え合い、互いに学ぶ生徒（互いに尊重し高め合える人間関係能力の育成）

令和５年度学校経営方針（学力向上に関わる要点）


